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夜間例会～収穫祭 
 

 

月間テーマ≪地域社会の経済・発展月間≫  

2024～25 年度 佐藤広志会長テーマ 

『懇親・親睦』 

RI 会長 ステファニーA．アーチック 

第 2550 地区ガバナー 市田 登 

た 

 

司 会           佐藤 浩副 SAA 

ビジター紹介        佐藤広志会長 

 真岡 RC～石田順一パストガバナー 

中川宏行会長・小金幹典幹事 

     栁田尚宏君・渡邉佳寛君・豊田光弘君 

 真岡西 RC～栁澤最伸ガバナー補佐 

       樋口昂亮君・林 純一君 

       山口久一郎君・鈴木定男君 

       諸伏勇治君・田上富美子さん 

       小野幸子さん 

 下野上三川 RC～高山 功君・山本郁夫君 

         栗田敏幸君・小林 靖君 

         伊沢泰直君・深谷明生君 

会長あいさつ         佐藤広志会長 

 皆さんこんばんは、昨日は十三夜、最も美しい

月が見られる日とされています。西の空には、紫

金山・アトラス彗星も姿を現しています。夏の暑

さもようやく収まり、秋らしく落ち着いた気温と

なりました。 

 新米がとれて、新サンマが水揚げされ、実った

栗やお団子、果物が本日の食卓を飾っています。

頂いた美味しい地酒も沢山あります。 

そして、益子の会員だけではなく、真岡、真岡西、 

下野上三川の皆様にも集まって下さいました。 

皆さん、益子クラブへようこそお越し下さいました 

心より歓迎申し上げます。最後までごゆっくりご歓

談ください。 

 また、栁親睦委員長には今回も様々な準備をして

頂き、一番の大役を担っています。大正琴の琴聖会

の皆さん、語り部の方、お手伝いの方々どうぞ宜し

くお願い致します。その他富田会員には、サンマの

手配、親睦委員の皆さんには、早くから準備をして

頂きました。河原会員には、新米、栗、団子などの

準備を頂きました。益子クラブの皆さんの力が集ま

って今宵の宴が開かれます。会員の協力体制がとれ

ていて会長として嬉しい限りです。 

どうぞ「懇親と親睦」を食とお酒でお楽しみ下さい。 

それでは、只今より益子 RC夜間例会「収穫祭」を

開催いたします。 

アトラクション紹介    栁 廣明親睦委員長 

益子かたりべの会～上野トヨ子様 

大正琴演奏「琴聖会」～遠藤様・宮崎様・黒子様 

よろしくお願いいたします。 

 

~     

                              会場：つかもと迎賓館 

                              会費：5,000 円 
 

～収 穫 祭～ 



 

かたりべの会         上野トヨ子様 

   益子の民話「鬼のつめ」～圓通寺が舞台 

 昔、金貸しと米屋を営む強欲ものの婆さんがい 

ました。この婆さんは、村人から穀物を買い取る 

時は「買いマス」という大きなマスで量り、もの 

を売る時は「売りマス」という小さなマスで量っ 

て売っていたので、村人からも嫌われていました。 

そんな婆さんも、寿命でとうとう死んでしまいま 

す。そこでお寺の和尚さんが婆さんの葬式を担当 

することになりましたが、葬式の前夜になると、 

和尚さんのところに赤鬼と青鬼がやってきました 

鬼達は、地獄から来たということで、婆さんは地 

獄行きが決まったから余計な手出しはするな、と 

和尚に警告します。しかし、和尚は自分が行かね 

ば葬式にならぬと断固拒否し、お経で鬼を追い払 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

葬式当日、お棺を運んで歩いていると、突然強い 

風が吹いて和尚の経文がさらわれてしまいます。 

すると空に黒雲が現れて、そこから大きな鬼の手 

が出てきて婆さんの棺桶を持っていこうとします 

和尚は、必死で棺桶にしがみつき、空に釣り上げ 

られながらも婆さんを取り戻そうとします。村人 

は、「あんな強欲婆さんなのだから地獄からのお迎 

えだってかまうことはない」と思いましたが、和 

尚が「死人に罪はない」と説き伏せ、村人に経文 

を大きな声で読むように言います。1人の娘が言 

うとおりにお経を読み始めると、他の村人も続い 

てお経を読み始め、遂に鬼は参って棺桶を手放し 

引き上げました。その棺桶には鬼の爪が刺さった 

ままでした。空から地面に落ちながらも、どうに 

か無事だった棺桶の中には、安らかな死に顔の婆 

さんがいて、村人はどんな人間も死ねば皆同じだ 

と痛感しました。 

（他にも圓通寺には、「所化
し ょ け

橋
ばし

の悲話」という 

第 18世御前様のお話があります） 

 

「琴聖会」大正琴の演奏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河原会員の見事な生け花で、一層華やかになりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

石田順一パストガバナーから過分に頂戴しました。 

 

 

 

 

 

 

＊参加された方々からは、日本酒やワインなど沢山頂戴いたしました。ありがとうございます。 

 帰りには、他クラブの参加された会員の方にお土産として、収穫した新米「栃木の星」５kgを 

 お持ち帰りいただきました。  親睦委員の皆様、お手伝い頂いた皆様大変お疲れさまでした。 


